
エコロジカル・ランドスケープによる
地熱発電所計画

19
エコロジカル・ランドスケープ／ドローイング Ⓒsoichiro 「海の関」
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ほとんどの視点場が道路

視点場：視対象を見る場所

20視点場

公開していない私有地には誰も入る
ことができない。
だから公道が視点場になる。

稀に鉄道や海上の船が視点場になる。
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第一印象が景観を決定してしまう

地熱発電所が最初に見えるところはどこか

最初に見える場所【特定視点場】を操作できるか

スケッチやＶＲで検証する

21特定視点場
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特定視点場を設定

特定視点場

特定視点場からどのような
風景が見えるのか確認する

ここで示すサイトは地熱発電所と関係ありません。
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目の高さから見える風景を3Ｄで確認する

特定視点場からの景観

ここで示すサイトは地熱発電所と関係ありません。
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可視領域を確認

特定視点場からの可視領域を検証

可視領域

目の高さから見える風景を平面図に戻して確認する

ここで示すサイトは地熱発電所と関係ありません。
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発電所建設地を調整

地熱発電所建設地

可視領域を外して発電所を建設できるか確認する

ここで示すサイトは地熱発電所と関係ありません。
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環境

景観

環境+景観

-造成勾配

-土地利用

建設適地

適地選定

「平成25年度 地熱開発加速化⽀援・基盤整備事業 委託業務（岩⼿県雫⽯町）報告書」
平成26年3⽉ 地熱エンジニアリング株式会社より⼀部転載
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「平成25年度 地熱開発加速化⽀援・基盤整備事業 委託業務（岩⼿県雫⽯町）報告書」
平成26年3⽉ 地熱エンジニアリング株式会社より⼀部転載
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100m

30
m

10
m

視距離100mでの高さ10mの施設の見え方

視距離100mでの景観
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視距離100ｍでの発電所の見え方

原風景

視距離100mでの景観
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視距離100ｍでの発電所の見え方

視距離100mでの景観
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単純遮蔽をすると

スギ植林

生垣

無理に隠そうとすると違和感がある

視距離100mでの景観
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エコラン手法で違和感を消すと

視距離100mでの景観

ラウンディング地域の植物群落

水路

防風林(ヘッジロウ）

遮蔽 よりも 調和

ラウンディング地域の植物群落

水路



地熱発電所計画の土地利用計画

33
エコロジカル・ランドスケープ／ドローイング Ⓒsoichiro 「雷雨前」
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１. エコ・ランの三要素をフル活用
２. 造成の工夫
３. 配置の工夫

土地利用計画への対応

34

環境分析

景観分析

適地選定 土地利用計画景観設計
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4-1．エコランの三要素をフル活用する

35地熱発電所への応用

エコシステム

適地選定
植物群落
流域・水みちの保全

エンジニアリング

ラウンディング
クラスター型造成
多自然型調整池・水路

デザイン

景観シミュレーション

景観を検討するとき，

エコシステムとエンジニアリングも考える

「エコロジカル・ランドスケープというデザイン手法」理工図書 2009より一部転載
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4-2．造成の工夫（クラスター型造成）
【現地形】

【計画地形】

流域

谷線 谷線

切盛境の樹林を残す

谷線を大きく

動かさない

尾根線 尾根線

造成地盤

36

谷線

谷線

クラスター型造成

大きな尾根谷を動かさない
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切盛バランス型造成 切土主体型造成

盛土法面が景観を分断 林床の連続性を確保

4-2.造成の工夫（施設足元を隠す）
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4-3.配置の工夫

平面図での工夫

直線アプローチ 揺らぎアプローチ



/40Ⓒ清水建設株式会社 複写・転載禁止

１. 土木技術だけで解決しようとせずエコロジカル・ランドスケー
プの三要素（エコロジー・エンジニアリング・デザイン）をフル
活用しよう。

２. 地域環境を総合的に分析して，流域の中で保全すべきエリ
ア（エッセンシャル・ゾーン）が機能するように発電所の適地
を選定しよう。

３. 無理な造成をせずに，流域内でクラスター型造成などの造
成の工夫を試みよう。

４. 発電所開発にともなう地形改変を「地域環境をブラッシュ
アップする機会」だと捉え，優れた環境を地域に還元しよう。

５. 発電所が見えてしまうことが問題なのではなく，発電所の一
部が見えてもいいから地域環境のなかで違和感が生じない
ようにしよう。

６. 地域の環境と景観に配慮した発電所を計画して，地域との
合意形成を図ろう。

まとめ

39まとめ



人が1/2造り，残りの1/2を自然に創ってもらう

おわり

40
エコロジカル・ランドスケープ／ドローイング Ⓒsoichiro 「屋根より高い樹木がある坂道」


